
働く母親と子どもの相互作用は良好である
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〈研究の目的〉
乳幼児と親のやりとり（相互作用）の質は、子どものそ

の後の様々な発達に影響することがわかっている。働く
母親は、子どもと関わる時間が短く、不安を感じている
かもしれない。そこで、働く母親と乳幼児の相互作用の
現状を明らかにすることとした。
〈結果〉
働く母親とその子どもの遊び場面の動画をもとに相互

作用（J-NCATS)得点を算出した。相互作用得点の平均
値を日本の母子の標準的な値と比べたところ、左図のよ
うに、0～11か月児・12-15か月児・18-21か月児のいず
れにおいても、標準的な値の範囲内もしくはそれ以上で
あることが明らかになった。
〈考察〉
⇒母親の就労や乳児保育は母子相互作用の質に悪影
響を与えていないことが示唆された。
⇒働く母親の子どもは、保育園など集団保育の場でも
保育者と活発な相互作用を行っている可能性がある。
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数値は、日本の母子の平均値との差を示しており、
正の値は平均値よりも良い状態であることを示す



働く母親のワークライフバランスに関係するのは勤務時間
や仕事の内容ではなく、育児・仕事・職場の満足度である
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「あなたの理想とする
ワークライフバランスの
状態を100点とした場合
の今の点数は？」
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乳幼児を保育園に預けて働く母親209人の調査より
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